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背景

オンライン授業は学生・教員・大学にとって不可欠

しかしながら、

質の高い授業コンテンツを作成する場合、時間や手間など多大な負担

大学として、取り組みはなされているが、

・どの教員も一定水準以上の質を担保した授業動画を作成することは限界

[国の政策]
・経済産業省 「未来の教室」プロジェクト[1]
・文部科学省 「GIGAスクール」[2]
⇨今後、1人1PCで教育を受けた学生達が大学で学ぶ場合、大学としてもICT環境の整備や
質の高い授業コンテンツ作成が必要

p.2

[1] 経済産業省：経済産業省「未来の教室」プロジェクト –教育イノベーション政策の現在地点–, 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/jikkoukaigi_wg/syotyutou_wg/dai2/siryou2.pdf

[2] 文部科学省：GIGAスクール構想の実現について, https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm (2022.02.06参照)
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未来の教室プロジェクト

静岡理工科大学グループは、2024年に御幸町キャンパスを開設予定

“未来の教育を見据えた教育空間の創造”-未来の教室プロジェクト

https://sist-net.ac.jp/miyukichou/ p.3
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未来の教室

幅広く教員が最新のICT環境に触れることができ、
新しい授業手法を生み出す環境の提供する

[未来の教室での重要機能]
(1)自動授業アーカイブ化
(2)ICTを活用したMRとの連携
⇨将来的に学園内の学校で利用できる基本システム

2024年の開始時に最良のシステムを導入するためには、継続的な研究を行い、その研究成果として導入
することが必要。イノベーションチャレンジ2021では、”自動授業アーカイブ化”について実施

p.4
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未来の教室

幅広く教員が最新のICT環境に触れることができ、
新しい授業手法を生み出す環境の提供する

[未来の教室での重要機能]
(1)自動授業アーカイブ化
(2)ICTを活用したMRとの連携
⇨将来的に学園内の学校で利用できる基本システム

2024年の開始時に最良のシステムを導入するためには、継続的な研究を行い、その研究成果として導入
することが必要。イノベーションチャレンジ2021では、”自動授業アーカイブ化”について実施

今回の実施内容
point1 教員・学生の両者にとって負担のない環境
point2 今まで通りの授業スタイルを維持しつつ、

自動化されたシステムから得られる情報を利用して、
教育効果の向上を目指す

p.5
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自動授業アーカイブ化

＊タイムスタンプについてはp10にて説明 p.6

カメラ（自動追尾）

教員

スマートボード・モニター投影

[2-1]
自動アップロード

[1]講義情報取得
[3]講義動画確認

[1]情報登録、資料共有

[2-2]出席把握
[1]講義（Meeting）を作成

[1-1].講義作成
[1-2].講義日時登録 – API
[1-3].資料アップロード

[2]講義自動録画
[2-1].講義自動録画
[2-2].出席者情報取得 - API

[3]講義録画ダウンロード・アーカイブ
[3-1].講義動画取得 – API
[3-2].講義動画アーカイブ
[3-3].タイムスタンプ
[3-4].音声認識、翻訳 →議事録にも

全てを1つのサイト内で完結

文字起こし・翻訳
出席把握
タイムスタンプ
その他付加情報 など

学生教員の負荷軽減
・動画編集、アップロード不要
・講義データの一元化
・タイムスタンプによる講義内容把握

場所・時間にとらわれない教育機会
・翻訳->留学生
・アーカイブ化->社会人

Webex Meeting
Teams

システム

Meeting
通知
ユーザ管理
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自動授業アーカイブ化

全ての情報を一元化 ⇨ 教育質保証の判断につなげていく
WebexでMeeting、Teamsの連携が可能

p.7

[1]講義（Meeting）を作成
[1-1].講義作成
[1-2].講義日時登録 – API
[1-3].資料アップロード

[2]講義自動録画
[2-1].講義自動録画
[2-2].出席者情報取得 - API

[3]講義録画ダウンロード・アーカイブ
[3-1].講義動画取得 – API
[3-2].講義動画アーカイブ
[3-3].タイムスタンプ
[3-4].音声認識、翻訳 →議事録にも

全てを1つのサイト内で完結

プログラム：python3
サイト：CakePHP2.10.24
DB：mysql

「未来の教室」サイトDB

教員

[1-1 ] , [1-3]

[1-2]Create a Meeting

[2-1]

[2-2 ]List Meeting  Participants

[3-1 ]Get Record ing  Deta ils

[3-2 ]

[3-3 ]

[3-4]  I BM W atson Speech  to Text
Goog le Translate

Other
services

学⽣

ミーティング作成、資料共有
出席確認
タイムスタンプ投稿

資料確認
タイムスタンプ投稿
翻訳

*現在の環境では
w ebexでの⽂字起こし・翻訳ができていないため、
他サービスを利⽤しています

API  41.10.0
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自動授業アーカイブ化イメージ

講義登録
登録後自動的にMeetingリンク発行

授業ごとにミーティング設定
資料アップロードが可能

編集画面

クリックすると講義開始

p.9

参考資料
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自動授業アーカイブ化イメージ

講義終了後自動的に講義動画取得・文字起こし

↑[移動]をクリックすると、その時刻に移動

↓文字起こし結果

タイムスタンプ：
時刻を付与したコメント・文章のこと
->文字起こしに時刻が付与されていることで学生の振り返りが簡単に
合わせて翻訳することで留学生の学習も容易に p.10

参考資料
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[ 1 ]講義（ M eetin g ） を作成
[1-1] .講義作成
[1-2] .講義⽇時登録 – API
[1-3] .資料アップロード

[ 2 ]講義⾃動録画
[2-1 ] .講義⾃動録画
[2-2 ] .出席者情報取得 - API

[ 3 ]講義録画ダウンロード・アーカイブ
[3-1] .講義動画取得 – API
[3-2] .講義動画アーカイブ
[3-3] .タイムスタンプ
[3-4] .⾳声認識、翻訳 →議事録にも

全てを1つのサイト内で完結

カメラ（ ⾃動追尾）

教員

スマートボード・モニター投影

出席⾃動把握

動画⾃動作成

⾃動アップロード

⽂字起こし・翻訳
出席把握
タイムスタンプ
その他付加情報 など

学⽣教員の負荷軽減
・動画編集、アップロード不要
・講義データの⼀元化
・タイムスタンプによる講義内容把握

場所・時間にとらわれない教育機会
・翻訳-> 留学⽣
・アーカイブ化-> 社会⼈

Ciscoでの総合的な教育基盤から人材育成へ

教育基盤利用から、高度ICT人材の育成につなげる

p.11

オンライン授業環境(Webex)

安心・安全な授業環境(密集防止)

Wi-Fi：利用時間・頻度の可視化

Cisco Meraki APIでのデータ利活用

IoTセンサで
快適な環境

MVで顔認識を介した
集中力維持

大学IR、個別カリキュラム次世代の教育へ

教育環境を使うだけでなく、
創ることができる人材を育成

教育基盤利用 高度ICT人材育成
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未来に繋がる基幹システムへ

[大学基幹システム構築のポイント : 5つの「化」]

• 一元化：データ及びシステムの一元化

• 自動化：(無駄な)処理の効率化、処理システムの見直し

• 活性化：ポータルサイトの充実、データ可視化によるディスカッション

• 安定化：情報基盤環境での安定運用

• 基準化：実績活動から評価を実施、IRへ繋げる

基幹システム

情報基盤

IR

p.12
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未来に繋がる基幹システムへ

2022/1 /4 /7 /10 2023/1 /4 /7 /10 2024/1 /4

●Webexを利用した自動通知検証と導入
猪検出、密状況の検出、天気、地震速報 自動化

ウエアラブル端末連携、遊び要素（占いなど） 活性化

●自動授業アーカイブシステムの検証/修正
Webex RoomKit, board等との連携

●収集データを用いたデータ分析、効果測定
リコメンド機能の追加
ex:出席、レポート状況

●本運用に向けた整備

●MR連携検証 活性化

安定化 活性化

基準化 一元化

安定化

p.13
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未来に繋がる基幹システムへ

2022/1 /4 /7 /10 2023/1 /4 /7 /10 2024/1 /4

●Webexを利用した自動通知検証と導入
猪検出、密状況の検出、天気、地震速報 自動化
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●収集データを用いたデータ分析、効果測定
リコメンド機能の追加
ex:出席、レポート状況

●本運用に向けた整備

●MR連携検証 活性化

安定化 活性化

基準化 一元化

安定化

Cisco Meraki製品を利用
リアルタイム密検出システム 猪検出システム

異常検知後
自動的にWebexで通知
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●Webexを利用した自動通知検証と導入
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未来に繋がる基幹システムへ
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2022/1 /4 /7 /10 2023/1 /4 /7 /10 2024/1 /4

●Webexを利用した自動通知検証と導入
猪検出、密状況の検出、天気、地震速報 自動化

ウエアラブル端末連携、遊び要素（占いなど） 活性化
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Webex RoomKit, board等との連携

●収集データを用いたデータ分析、効果測定
リコメンド機能の追加
ex:出席、レポート状況

●本運用に向けた整備

●MR連携検証 活性化

安定化 活性化

基準化 一元化

安定化

MR機器との連携

ARでリアルなWeb会議
「Webex Hologram」

未来に繋がる基幹システムへ
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p.17

未来に繋がる基幹システムへ
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[ 1 ]講義（ M e e tin g ） を作成
[1-1].講義作成

[1-2].講義⽇時登録– API
[1-3].資料アップロード

[ 2 ]講義⾃動録画
[2-1].講義⾃動録画
[2-2].出席者情報取得-API

[ 3 ]講義録画ダウンロード・アーカイブ
[3-1].講義動画取得– API

[3-2].講義動画アーカイブ
[3-3].タイムスタンプ

[3-4].⾳声認識、翻訳 →議事録にも

全てを1つのサイト内で完結

カメラ（ ⾃動追尾）

教員

スマートボード・モニター投影

出席⾃動把握

動画⾃動作成

⾃動アップロード

⽂字起こし・翻訳
出席把握
タイムスタンプ
その他付加情報など

学⽣教員の負荷軽減
・動画編集、アップロード不要

・講義データの⼀元化
・タイムスタンプによる講義内容把握

場所・時間にとらわれない教育機会
・翻訳->留学⽣
・アーカイブ化->社会⼈

オンライン授業環境(W ebex)

安⼼・安全な授業環境(密集防⽌)

W i-Fi︓利⽤時間・頻度の可視化

Cisco Meraki APIでのデータ利活用

I oTセンサで
快適な環境

MVで顔認識を介した
集中⼒維持

⼤学I R、個別カリキュラム次世代の教育へ

教育環境を使うだけでなく、
創ることができる⼈材を育成

教育基盤利⽤ ⾼度I CT⼈材育成

まとめ

御幸町キャンパス「未来の教室」に向け、
Webexを利用した「自動授業アーカイブ化システム」を作成

point1 教員・学生の両者にとって負担のない環境
point2 今まで通りの授業スタイルを維持しつつ、自動化されたシステムから

得られる情報を利用して、教育効果の向上を目指す

p.18


